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う
っ
と
う
し
い
梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
の
到
来
だ

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
、
ド
イ
ツ
の
優
勝
で
幕
を
閉

じ
た
。
ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ
監
督
率
い
る
日
本
チ
ー
ム

｢

サ
ム
ラ

イ
ジ
ャ
パ
ン｣

も
健
闘
し
た
が
世
界
の
壁
は
厚
く
、
予
選
突

破
が
叶
わ
ず
決
勝
に
駒
を
進
め
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
四

年
後
の
ロ
シ
ア
大
会
に
期
待
し
よ
う
▼
さ
て
、
今
月
十
五
日

六
十
九
回
目
の
終
戦
の
日
を
迎
え
る
。
こ
の
日
に
な
る
と
総

理
大
臣
や
閣
僚
達
の
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
が
注
目
さ
れ
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
や
新
聞
誌
面
を
賑
わ
せ
る
。
様
々
な
外
交
的
圧

力
に
屈
す
る
事
な
く
御
国
の
為
に
尊
い
命
を
落
と
し
た
英
霊

に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
て
頂
き
た
い
と
思
う
の
は
、
私
だ
け
で

あ
ろ
う
か
？
▼
今
日
こ
こ
に
平
和
と
繁
栄
が
あ
る
の
は
、
貴

き
御
命
を
国
の
為
に
捧
げ
た
数
多
の
英
霊
の
犠
牲
の
上
に
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
七
月
一
日
に
集

団
的
自
衛
権
が
閣
議
決
定
を
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
法
制
化
に

向
け
て
調
整
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
戦
後
体
制
の
刷

新
に
向
け
て
一
歩
づ
つ
前
進
し
つ
つ
あ
り
、
我
が
国
独
自
の

自
主
憲
法
へ
と
改
正
す
る
機
運
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
▼
教
育

勅
語
の
一
節
に

｢

一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ｣

と
あ

る
。
こ
れ
は
、
愛
す
る
祖
国
に
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
場

合
に
自
分
達
の
力
で
主
権
と
名
誉
を
守
る
と
い
う
覚
悟
が
示

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
諸
国
と
戦
争
を
起
こ
そ
う
と

云
う
も
の
で
は
無
い
と
認
識
し
て
い
る
▼
当
神
社
で
も
、
数

多
の
英
霊
の
慰
霊
と
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
る
た
め
に

十
五
日
の
正
午
か
ら
平
和
祈
願
祭
を
斎
行
し
、
夕
刻
に
は

｢

相
模
薪
能｣

を
開
催
す
る
▼
今
を
生
き
る
私
達
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
自
主
・
独
立
の
精
神
を
尊
重
し
つ
つ
、
節
度
を

も
っ
た
態
度
・
言
動
を
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う

(

西
井
義
行)

�
�
�
�
�

�
�
	


�
�

�
�

� 	 


12345�
4 6&17�
8

� � �

12��4 (6

 � � � �

69:7�
8

� � � �



さ が み����� ��	
���� �

��
��

��
��

���
���

���
���

���
七
月
二
十
一
日

(
海
の
日)

の
早
朝
、
神
奈
川

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
か
な
が
わ
の

祭
り
五
十
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
暁
の
祭
典

｢

浜

降
祭｣

が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

湘
南
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

こ
の
浜
降
祭
は
、
寒
川
神
社
を
は
じ
め
寒
川
町
と

茅
ヶ
崎
市
に
鎮
座
す
る
三
十
四
社
三
十
九
基
の
神

輿
が
茅
ヶ
崎
南
湖
の
浜
に
一
同

が
集
結
し
海
に
入
り
禊
を
す
る

盛
大
な
祭
典
で
、
神
輿
が
浜
辺

を
勇
壮
に
乱
舞
す
る
姿
を
一
目

見
よ
う
と
約
十
万
人
の
方
々
が

訪
れ
浜
は
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。寒

川
神
社
で
は
、
前
日
の
午

後
八
時
宵
宮
祭
並
遷
霊
祭
を
執

行
、
明
け
て
当
日
の
午
前
二
時

三
十
分
に
は
境
内
に
参
集
し
た

菅
谷
神
社
・
倉
見
神
社
・
八
幡

大
神
の
供
奉
を
得
て
勢
い
良
く
発
輿
し

予
定
時
間
通
り
に
観
衆
が
待
ち
わ
び
る

南
湖
の
浜
に
着
御
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
全
て
の
神
輿
が
着
御
し
た
午

前
七
時
、
浜
祭
典
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ

国
家
安
泰
・
五
穀
豊
穣
・
大
漁
満
足
が

祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
南
湖
の
浜
を
後
に
し

た
神
輿
は
、
田
端
・
一
之
宮
の
行
在
所

寒
川
駅
前
公
園
、
商
工
会
館
前
の
御
旅

所
に
立
ち
寄
り
地
域
の
繁
栄
を
祈
願
し

午
後
一
時
無
事
還
幸
し
、
恙
無
く
神
事

を
祭
り
終
え
ま
し
た
。

▲浜祭典

�
南
湖
浜
着
御

�
浜
に
て
禊
を
す
る
神
輿
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(

順
不
同)

浜
之
郷

鶴
嶺
八
幡
社

岡
田

菅
谷
神
社

芹
沢

腰
掛
神
社

堤

八
坂
神
社

倉
見

倉
見
神
社

一
之
宮

八
幡
大
神

円
蔵

神
明
大
神

西
久
保

日
吉
神
社

矢
畑

本
社
宮

萩
園

三
島
大
神

柳
島

八
幡
宮

中
島

日
枝
神
社

今
宿

松
尾
大
神

下
赤
羽
根

神
明
大
神

高
田

熊
野
神
社

甘
沼

八
幡
大
神

香
川

諏
訪
神
社

小
和
田

熊
野
神
社

室
田

八
王
子
神
社

菱
沼

八
王
子
神
社

下
寺
尾

諏
訪
神
社

上
赤
羽
根

八
雲
大
神

中
海
岸

八
大
龍
王
神

中
海
岸

中
海
岸
神
社

十
間
坂

第
六
天
神
社

十
間
坂

神
明
宮

新
町

嚴
島
神
社

本
村

八
坂
神
社

南
湖
下
町

住
吉
神
社

鳥
井
戸

御
霊
神
社

南
湖
上
町

金
刀
比
羅
神
社

南
湖
中
町

八
雲
神
社

茶
屋
町

茶
屋
町
大
神
宮

�
�

�
�

��
��

��
��

��



��	
���� さ が み ������

�
�

�
�

��
��

��
��

��

���
���
���
���
���
���
���
			




���

���

���
���
���
���
���
���
���
���
���

���
���

浜
降
祭
の
帰
路
、
第
二
回
目
と
な
る
寒
川
神
輿
祭
り
が
開
催
さ
れ

寒
川
町
内
に
鎮
座
す
る
寒
川
神
社
・
菅
谷
神
社
・
倉
見
神
社
・
八
幡
大

神
の
四
社
の
神
輿
が
寒
川
駅
前
公
園
に
集
い
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願

祭
を
斎
行
、
神
前
神
楽

｢

四
方
拝｣

が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
被
災
地
の
神
輿
会
の
方
々
も
菅
谷
神
社
の
神
輿
を
担
が
れ

て
お
り
、
玉
串
を
神
々
に
捧
げ
早
期
復
興
が
誓
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
寒
川
神
輿
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
幼
児

が
飾
り
付
け
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
神
輿
の
展
示
や
、
ま
つ
り
囃
子
の
披
露

町
認
定
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

｢

棒
コ
ロ｣

や
飲
食
物
を
販
売
す
る
屋

台
が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。

神
輿
は
そ
の
後
一
斉
に
発
輿
し
、
寒
川
神

社
の
御
旅
所
で
あ
る
商
工
会
館
ま
で
練
り
歩

き
ま
し
た
。

六
月
三
十
日
、
水
無
月
大
祓

式
並
茅
の
輪
神
事
が
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
祓
は
、
日
常
生
活
に
お
い

て
犯
し
て
い
る
罪
穢
を
祓
い
清

め
、
清
ら
か
な
姿
に
立
返
ろ
う

と
い
う
日
本
の
伝
統
的
な
神
事

で
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
参
列
者
全
員
で
大

祓
詞
を
奏
上
し
、
人
形
に
罪
穢

を
移
し
祓
い
清
め
た
後
、
茅
の

輪
を
三
度
く
ぐ
り
悪
疫
か
ら
免

れ
る
よ
う
祈
願
致
し
ま
し
た
。
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▲神前神楽四方拝

▲町内四社揃い踏み

▲横幕を掲げてのパレード

寒
川
町
内
の
幼
稚
園
と
保
育

園
に
通
う
園
児
ら
が
飾
り
付
け

た
段
ボ
ー
ル
製
の
神
輿
七
基
が

浜
降
祭
の
時
期
に
併
せ
内
庭
に

飾
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
は
、
寒
川
ま
つ
り

会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
か
わ

い
ら
し
く
も
華
や
か
に
飾
ら
れ

た
神
輿
が
、
期
間
中
参
拝
に
訪

れ
た
多
く
の
方
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。



一
、
日

時

八
月
十
五
日(

金)

午
後
五
時

開
場

午
後
五
時
半
開
演

一
、
場

所

内
庭
特
設
能
舞
台

少
雨
決
行

�
�
�

�
�
�
�
	


�

※
少
雨
決
行
に
つ
き
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
持

参
下
さ
い

(

傘
は
ご
遠
慮
下
さ
い)

荒
天
に
よ
る
会
場
変
更
の
案
内
は
当
神

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�
最
新
情
報
�
で
ご

確
認
下
さ
い
。

さ が み����� ��	
���� �

先
の
大
戦
に
て
、
祖
国
日
本

の
為
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た

護
国
の
英
霊
と
戦
争
犠
牲
者
の

御
霊
を
お
慰
め
申
し
上
げ
、
真

の
世
界
平
和
を
祈
願
す
る
相
模

薪
能
が
戦
争
記
念
日
の
八
月
十

五
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
第
四
十
五
回
を
記
念

し
、
寒
川
神
社
少
年
館
の
子
供

達
が
、
伝
統
文
化
に
触
れ
る
べ

く
、
稚
児
役
と
し
て
出
演
致
し

ま
す
。

能
楽
師
と
稚
児
達
に
よ
る
幽

玄
の
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ
い

�
能

｢

江
野
島｣

▲能 ｢鞍馬天狗｣
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よ
り
安
全
に
参
拝
頂
け
る
よ

う
総
石
張
り
に
敷
き
替
え
ら
れ

た
内
庭
で
す
が
、
こ
の
時
期
は

熱
射
に
よ
り
陽
炎
が
浮
か
ぶ
程

暑
く
な
り
、
熱
中
症
等
の
恐
れ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
予
防

策
と
し
て
散
水
栓
が
装
備
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

去
る
七
月
十
四
日
は
直
射
日

光
が
照
り
付
け
、
気
温
も
三
十

四
度
に
達
し
ま
し
た
の
で
、
試

験
も
兼
ね
始
動
致
し
ま
し
た

効
果
は
三
度
程
気
温
が
下
が

る
等
上
々
で
、
今
後
も
情
況
に

応
じ
て
散
水
す
る
予
定
で
す
。
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末
社
宮
山
神
社
の
境
内
に
建

つ
�
平
和
の
塔

｢

和
光｣

�
は

永
遠
な
る
平
和
を
誓
い
、
終
戦

二
十
年
を
迎
え
た
昭
和
四
十
年

八
月
十
五
日
に
宮
山
住
民
の
総

意
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま
し
た

こ
の
当
時
の
切
な
る
思
い
を

後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
終
戦
の

日
の
正
午
、
和
光
の
碑
の
前
に

て
、
平
和
祈
願
祭
を
斎
行
し
恒

久
平
和
を
祈
念
致
し
ま
す
。

こ
の
祭
典
は
左
記
に
依
り
斎

行
さ
れ
ま
す
の
で
地
域
の
皆
様

に
御
参
列
賜
り
た
く
、
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

八
月
は
、
夏
休
み
・
盆
休
み
と
、
家
族
や
友
人
と
過
ご
す
時
間
が

作
り
や
す
い
時
期
で
あ
る
。
恒
例
の
花
火
大
会
や
夏
祭
り
も
大
勢

で
行
く
と
そ
の
年
そ
の
年
で
風
情
が
違
い
、
大
切
な
思
い
出
と
な

り
記
憶
と
し
て
刻
ま
れ
て
ゆ
く
。

����
����
����
����
����

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

�
葉

月
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例
祭
時
期
に
は
、
神
池
橋
前

の
三
角
地
に
提
灯
を
掲
げ
、
例

祭
を
奉
祝
致
し
て
お
り
ま
す

皆
様
に
も
ご
奉
賛
頂
き
、
よ
り

賑
や
か
に
お
祝
い
し
た
く
ご
案

内
致
し
ま
す
。

�
�
�
�
�一

灯

一
五
、
〇
〇
〇
円

�
�
�
�
	



社
務
所
に
献
灯
料
を

御
持
参
下
さ
い

�
�
�
�
平

成
二
十
六
年
八
月
末
日
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こ
の
度
、
寒
川
神
社
が
Ｂ
Ｓ

ジ
ャ
パ
ン
の
番
組｢

神
社
百
景｣

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
去
る
七
月
二
十
四
日
に
収

録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
、
日
本
各
地
の

著
名
な
神
社
を
紹
介
す
る
も
の

で
、
毎
週
日
曜
日
の
午
後
六
時

か
ら
三
十
分
放
映
さ
れ
て
お
り

寒
川
神
社
は
八
月
三
十
一
日
に

流
さ
れ
る
予
定
で
す
。

0
1
2
3

4
5
6
7
8

弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
流
第
三

十
一
世
、
小
笠
原
清
忠
先
生
を

お
招
き
し
、
職
員
の
教
養
研
修

会
が
七
月
二
日
と
三
日
の
両
日

に
亘
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
膝
に
負
担
を
掛
け

ず
足
腰
を
鍛
錬
す
る
歩
き
方
や

礼
節
、
座
布
団
へ
の
座
り
方
や

お
茶
の
出
し
方
や
飲
み
方
等
の

武
家
の
作
法
を
学
び
ま
し
た
。

神
社
で
行
う
祭
式
作
法
と
も

相
通
ず
る
所
が
随
所
に
あ
り

参
考
に
な
る
意
義
深
い
研
修
を

受
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
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看
護
師

千
葉

明
美

〃

大
木

優
香

〃

河
内
希
実
子

理
学
療
法
士

池
澤

由
花

診
療
情
報
管
理
士

稲
垣
あ
ゆ
み

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日

�
�



�

�
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�

参
集
殿
職
員

杉
山

史
織

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日

�

�
�
	



�

准
看
護
師

友
寄

深
愛

理
学
療
法
士

村
田

有
奈

事
務
員

福
川

優
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日

�

�
�
�

�

介
護
福
祉
士

鳥
澤

晶
美

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日

�
�

�
�
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去
る
七
月
二
十
・
二
十
一
日

と
全
部
門
合
同
一
泊
舎
営
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
夏
季
キ
ャ
ン

プ
に
向
け
て
、
協
調
性
と
積
極

性
を
身
に
付
け
る
事
を
目
標
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

深
夜
二
時
、
浜
降
祭
に
向
か

う
神
輿
を
お
見
送
り
す
る
為
全

員
で
神
社
に
向
か
い
、
熱
気
溢

れ
る
人
だ
か
り
の
中
、
発
輿
祭

を
熱
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
毎
年
恒
例
の
宮

山
駅
の
花
植
え
を
行
な
い
ま
し

た
。
暑
い
日
差
し
が
注
が
れ
る

中
、
助
け
合
い
な
が
ら
段
取
り

良
く
作
業
を
進
め
、
綺
麗
な
ペ

チ
ュ
ニ
ア
を
駅
に
飾
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�
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�

�
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七
月
六
日
、
育
成
三
団
体
の

年
次
総
会
が
社
務
所
に
て
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
に
は
、
保
護
者
の

方
々
始
め
、
青
少
年
育
成
に
関

わ
る
講
師
・
団
委
員
・
リ
ー
ダ
ー

が
出
席
し
、
前
年
度
の
行
事
並

び
に
決
算
報
告
、
今
年
度
の
活

動
計
画
や
予
算
案
が
審
議
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
団

委
員
の
改
選
も
行
わ
れ
、
育
成

会
か
ら
の
互
選
に
よ
り
新
メ
ン

バ
ー
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
は
安
全
に
楽
し
く
夏

の
活
動
が
出
来
る
よ
う
、
説
明

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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�
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カ
ブ
隊
で
は
発
団
四
十
周
年

記
念
キ
ャ
ン
プ
に
向
け
、
七
月

十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て

寒
川
神
社
境
内
で
一
泊
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

作
り
、
全
員
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲

み
食
べ
ま
し
た
。
夕
食
後
は

日
中
と
は
趣
の
異
な
る
神
社
を

参
拝
し
、
昼
間
設
営
し
た
テ
ン

ト
で
就
寝
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
早
朝
か
ら
境
内

の
清
掃
奉
仕
の
後
、
団
結
力
の

向
上
と
体
力
強
化
を
目
的
に

藤
沢
市
少
年
の
森
へ
向
け
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た

又
、
七
月
か
ら
新
た
に
近
藤

麻
紀
子
リ
ー
ダ
ー
が
副
長
と
し

て
加
わ
り
、
母
親
な
ら
で
は
の

視
点
で
指
導
し
て
頂
く
こ
と
で

一
層
充
実
し
た
カ
ブ
隊
の
活
動

が
出
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ドームテント設営風景

▲近藤リーダー就任式
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在
宅
医
療
と
は
、
様
々
な

慢
性
疾
患
、
種
々
の
疾
患
の

後
遺
症
、
末
期
癌
な
ど
を
患
っ

て
い
る
方
が
、
ご
自
宅
を
中

心
に
、
よ
り
自
立
し
た
時
間

を
持
て
る
よ
う
に
支
援
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

以
前
は
訪
問
看
護
や
在
宅

医
療
は
あ
ま
り
知
ら
れ
な
い

状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
数
年
在
宅
医
療
に
関
す
る

情
報
も
増
え
ま
し
た
。
さ
む

か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や

地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
医
師
や
他
の

事
業
者
と
の
連
携
を
密
に
し

て
継
続
し
た
看
護
を
行
っ
て

い
ま
す
。

服
薬
管
理
の
支
援
や
リ
ハ

ビ
リ
支
援
、
医
療
処
理
の
必

要
な
方
、
自
宅
で
の
看
取
り

な
ど
、
利
用
者
の
ご
要
望
に

沿
っ
た
看
護
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
。
高
齢
者
・
終
末
期

患
者
の
方
々
の
生
活
は
医
療

と
様
々
な
援
助
が
密
接
に
連

携
し
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
病
院
、
診
療
所
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
そ
の
他

の
専
門
職
が
一
体
と
な
る
こ

と
で
、
き
め
細
か
な
在
宅
生

活
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

入
院
中
の
患
者
様
が
家
に

帰
れ
な
い
理
由
は
い
く
つ
か
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さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
者

松

本

由

美
さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〒
253－

0106
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

宮
山
一
九
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
六
七－

七
二－

三
九
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
六
七－

七
二－

三
九
一
九

あ
り
ま
す
。｢

家
族

に
迷
惑
を
か
け
る
か

ら｣
｢

帰
り
た
い
け

ど
前
と
違
う
か
ら
家

で
ち
ゃ
ん
と
暮
せ
る

ん
だ
ろ
う
か
、
心
配｣

な
ど
で
す
。
特
に
家

族
に
迷
惑
を
か
け
る

か
ら
あ
き
ら
め
よ
う
…

と
言
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
家
族
も
不
安
を
抱

え
て
い
る
事
も
多
く

あ
り
ま
す
。
私
達
、

訪
問
看
護
師
が
支
え

る
こ
と
で

｢

帰
っ
て

き
て
良
か
っ
た
ん
だ｣

｢

家
で
看
て
あ
げ
る

こ
と
が
出
来
て

幸

せ｣

と
、
お
互
い
に
思
え
る

こ
と
、
感
じ
ら
れ
る
こ
と

そ
し
て
そ
れ
を
一
緒
に
味
わ

え
る
こ
と
が
私
達
の
願
い
で

す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
在
宅

で
の
生
活
に
安
心
と
安
楽

そ
し
て
家
で
看
る
勇
気
を
お

届
け
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の

で
す
。
今
年
２
月
よ
り
24
時

間
対
応
体
制
に
な
り
、
訪
問

件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も

｢

24
時
間
い
つ
も
安
心
し
て

住
み
慣
れ
た
場
所
で
過
ご
せ
る

よ
う｣

看
護
し
て
い
き
ま
す
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石
張
り
工
事
が
終
わ
り
、
ス
ロ
ー

プ
も
新
設
さ
れ
た
内
庭
。

ス
タ
ー
の
製
作
が
始
ま
る
。

三
十
度
を
超
す
気
温
の
中
で
新
年

の
事
を
考
え
る
と
、
季
節
や
曜
日

の
感
覚
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。

(

尚)

八
月
、
夏
真
っ
盛
り
の
こ
の
時
期

よ
り
、
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ポ

水
よ
り
も
軽
き
生
命

い
の
ち

や
水
馬

み
ず
す
ま
し

飛
石

槿
花

聞
き
上
手
話
上
手
や
夕
端
居

宮
入

つ
る

打
水
や
女
将

お
か
み

一
人
の
小
料
理
屋

根
岸

君
子

て
の
ひ
ら
の
螢
息
づ
く
た
び
光
る

芹
澤

徳
光

住
職
の
数
珠
の
手
で
焼
く
毛
虫
か
な

金
指

月
光

ぶ
つ
か
っ
て
男
の
匂
ふ
荒
神
輿

露
木
て
る
子

田
ま
わ
り
や
青
田
に
見
え
る
風
の
筋

金
子

つ
ぢ

烏
賊
を
焼
く
匂
ひ
の
中
の
宵
祭

菅
沼

保
幸

一
日
の
感
謝
を
込
め
て
水
を
打
つ

竹
村
真
砂
美

目
の
合
い
し
蜥
蜴

と
か
げ

く
る
り
と
向
き
を
変
へ

松
本
美
智
子

じ
い
ち
ゃ
ん
の
狙
わ
れ
て
い
る
水
鉄
砲

松
村

信
篤

孫
達
に
じ
っ
と
見
ら
れ
て
西
瓜
切
る

四
ッ
車
梢
月

い
つ
も
会
う
人
に
ま
た
会
う
青
田
道

菅
沼
う
め
の

山
裾
に
並
ぶ
石
仏
苔
の
花

倉
谷

節
子

大
幹
に
は
り
つ
く
蝶
や
雲
の
峰

岩
田
美
代
子

さ
く
ら
ん
ぼ
心
ほ
ぐ
れ
し
心
旅

伊
藤

公
一

天
も
地
も
灼
け
て
も
野
地
蔵
無
言
な
り

多
田

武
峰

色
も
よ
し
味
も
亦
よ
し
な
す
び
漬

浦
野

房
子

鱧は
も

料
理
師
の
技
冴
え
て
骨
切
り
を

三
輪

恭
子

夕
風
の
斜
め
に
走
る
青
田
か
な

山
本

朝
子

七
月
の
雪
一
す
じ
の
富
士
の
山

皆
川
志
ん
ご

阿
夫
利
よ
り
恵
み
の
雨
の
青
田
道

原
野

楽
天

ね
ぎ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
丹
精
み
の
る
六
月
の
野
菜
畑
に
好
天
続
く

三
留
と
く
子

川
沿
ひ
を
散
歩
の
わ
れ
へ
口
ぐ
ち
に

｢

お
は
や
う｣

を
言
ふ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
子
ら

堀
江

照
子

雪
に
折
れ
し
石
楠
花
の
幹
新
芽
ふ
く
生
命
力
の
強
さ
胸
う
つ

宮
治
友
美
枝

早
春
に
移
植
し
育
て
た
コ
ス
モ
ス
の
花
咲
く
一
輪
水
無
月
の
朝

徳
江

道
子

そ
ら
耳
の
声
に
目
覚
め
る
夜
半
に
し
て
独
り
施
設
の
夫
を
思
う
も

宇
田
川
時
子

古
都
鎌
倉
孫
と
二
人
で
人
力
車
ゆ
ら
り
ゆ
ら
れ
る
新
緑
の
中

土
屋
ト
ミ
子

篁さ
さ

の
葉
ず
れ
の
音
の
か
そ
け
く
も
涼
し
さ
運
ぶ
お
茶
室
の
窓

浜
田

寿
子

少
し
ず
つ
病
い
回
復
パ
ン
作
り
待
ち
く
れ
し
友
と
味
わ
い
喜
ぶ

山
口

幸
子

朝
ご
と
に
一
花
を
開
く
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
き
ら
め
く
夏
の
太
陽
の
色

山
根
喜
美
代

お
一つ

い

日た
ち

・
十
五
日
に
は
神
棚
に
真
榊

さ

か

き

上
ぐ
る
は
我
が
役
目
な
る

亀
山

文
子

藤
棚
の
下
を
く
ぐ
り
て
歩
を
止
め
る
香
り
あ
る
こ
と
初
に
知
り
た
り

安
藤

慧

山
間
は
若
葉
の
香
り
包
ま
れ
て
山
藤
む
ら
さ
き
風
に
揺
れ
お
り

川
島
惠
美
子

草
花
に
負
け
じ
と
伸
び
る
雑
草
は
吾
が
手
に
負
え
ず
た
だ
眺
め
居
り

天
利

春
枝

青
空
に
従
姉
妹
と
飛
ば
す
シ
ャ
ボ
ン
玉
ふ
わ
り
消
え
ゆ
き
ま
た
ふ
わ
り
浮
く

平
澤
ま
さ
え

若
葉
萌
ゆ
箱
根
路
の
旅
満
喫
す
遊
覧
船
に
つ
つ
じ
の
花
も

稲
垣

武
子
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の
横
に
そ
び
ゆ
と
思
う
大
富
士
に
傘
雲
た
ち
ま
ち
頂
か
く
す

�
田

幸
子

線
路
ぞ
い
列
な
し
咲
け
る
ド
ク
ダ
ミ
の
白
際
立
ち
て
雨
に
ぬ
れ
お
り

岡
元

芳
子

澄
み
徹
る
朝
鳥
の
声
こ
の
一
日
佳
き
こ
と
あ
る
ら
む

大
空
仰
ぐ

杉
本

照
世


